
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

4 月 24 日（金）、「航空機内における安全阻害行為等の防止のための運用等に

関するガイドライン」が一部改正され、航空法で禁止されている「化粧室内で  

喫煙する行為」に電子タバコ等（※）の使用を含めることが明記されました。 

航空連合は、昨年、客室乗務員を対象とした機内迷惑行為に関するアンケート

を実施し、機内での電子タバコ等の使用への対応に苦慮しているという現場の声

をもとに、ガイドラインの改正を関係各所に働きかけてきました。 

改正されたガイドラインは 2020 年 7 月 1 日からの施行を予定しており、  

これまで航空会社が独自の運用で使用を禁止していたものが法的に裏付けられ、

機内における安全阻害行為の抑止につながることが期待されます。 

（※）電子タバコや加熱式タバコ等、火を使わない喫煙器具を指す。 

出典：20 期 航空連合 機内迷惑行為に関するアンケート 
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【改正概要】 

航空法施行規則第１６４条の１６第２号に定める喫煙には、電子たばこや加熱式 
たばこ等、蒸気を発生させるものも含むことを明確化する。 


